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加齢によって筋力や身体機能が低下することは
古来から知られている｡ ��歳を越えると, これら
筋力や身体機能は低下し始めているとも言われて
いる｡ また本邦では急激に高齢化がすすんでいる｡
 !歳以上の高齢者が全人口に占める割合は平成"!

年時点で"!％に達している｡ このため加齢による
筋肉量, 筋力や身体機能の低下は大きな社会問題
となってきている｡ ただ筋力や身体機能低下の統
一された診断基準はいまだない｡ このため, これ
ら筋肉量, 筋力や身体機能の低下を定義する必要
がある｡ ヨーロッパを中心にした #$%&'()*
+&%,-*./%&$'&*0)%1&'(*-)-*234(%5(&'3(

(以下#+/025) では筋肉量, 筋力や身体能力
の低下した状態をサルコぺニアと定義している6)｡
その診断には筋肉量, 歩行速度, 握力を用いてい
る｡ そのアジア版とも言える7&*8(*8$89('&%:
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筋肉量, 筋力や身体能力の低下した状態であるサルコぺニアは, 骨折や心血管系疾患さ
らには死亡率の増加との関連性が指摘されており, 急激に高齢化する本邦において大きな
問題である｡ サルコぺニアの診断には筋肉量の測定が必要である｡ 加齢に伴う部位別骨格
筋量の特徴を検討し, 筋肉量の指標である補正四肢骨格筋指数 (四肢骨格筋量\身長") の
基準値を考察した｡ 対象と方法：6F歳以上の健常日本人@]�@6人｡ Z*Y&4̂_"��を使用し
て部位別の骨格筋量を測定した｡ 結果：筋肉量は��歳頃までは増加するか, 減少しても緩
やかである｡ 以後は加齢に伴って急激に減少する｡ 補正四肢骨格筋指数は6F歳以上��歳未
満の平均値－`標準偏差である男性： a!_㎏\㎡, 女性：�ab�㎏\㎡以下を低下とした｡ 考
察：これら基準値は人種だけでなく, 測定機器によっても異なる｡ 早期にサルコぺニアを
診断し, 介入するためには筋肉量の測定方法や基準値の統一が望まれる｡
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